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A + B → C  (製品)






































］ 内径 25 mm
内径 0.25 mm
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研究の一端を紹介します （少し専門的）
反応の開発(吉田、永木)
(工学研究科、合成・生物化学専攻）
装置の開発(前、牧)
(工学研究科、化学工学専攻）
プロセスの開発(長谷部、殿村)
(工学研究科、化学工学専攻）
3研究室がそれぞれの特
徴を生かしながら、協力し
て研究を進めています
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コンソーシアム活動
日本におけるマイクロ化学分野の研究拠点として、産学連携での
人材育成と実用化促進のためのプラットホーム作りをしています。
（１）講習会、勉強会等の開催
会員企業研究者を対象として
①「マイクロ合成化学」の集中講義
②「マイクロ化学工学」の集中講義
③「マイクロ化学生産実習」
（オリジナルテキスト＋DVD）
１）混合性能評価実験：
２）温度制御性能評価実験：
３）有機合成反応実験：
④「マイクロデバイスＣＦＤシミュレーション」の実習
⑤賛助企業（デバイスメーカー）によるデモ
100ページ
2日集中講義
210ページ
3日集中講義
（オリジナルテキスト）
（２）マイクロリアクター実験トライアルの場と知恵の提供
（初期投資費用をかけずにマイクロ利用の可能性検討）
（３）企業・研究機関等からのコンソーシアム内での
京都大学との共同研究の実施
（４）会員相互の交流機会の提供
（５）他のネットワークとの連携活動研究機関会員との連携
（６）本会の活動に関連する
情報の収集・発信
ホームページ 学会報告等
平成25,26年度
複数の企業が共同で、2つ
のパイロットプラントを構築
詳細は
http://www.cheme.kyoto-u.ac.jp
/7koza/mcpsc/
あるいは
「京都大学」 「マイクロ化学」で検索
全ての経路に流量計を設置
すれば閉塞はわかるが・・・
・・・
A
B
C
原料Cの分配器
原料Bの分配器
原料Aの分配器
21→6へ
並列装置の閉塞を調べたい
並列装置数が
増えると流量
計の数も増加
流量計
各原料について、
２つの流量計で
詰まりを診断
FI1 FI2
3次元化することで、64流路の閉塞を４
つの流量計で診断するシステムを開発中
マイクロリアクタ
特殊な分
配器構造
を考案
本研究の一部は､下記の助成のもとで行われました。謝意を表します。
NEDO：「マイクロ分析・生産システム」プロジェクト（2002～2005年度）
「革新的マイクロ反応場利用部材技術開発」プロジェクト （2006～2010年度）
科研費基盤研究(Ｓ) 25220913：超精密／高効率化学プラント構築のための大量生産型マイクロデバイス設計・操作
(2013～2017年度)
